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ＳＥ業務知識データベースのご案内 

     

システム企画研修株式会社 
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多くのシステム
関係者は、

システムの世界の中
で育って
きています。

そのため、
違う世界・業務の世界で育ってきている
お客様の発言につきましては、
表面的・形式的に理解し、

どちらかと言えば、言われたことを
そのまま鵜呑みにして受け入れて

いることが一般です。

そのことによって、
お客様の真意を取り違えていたり、

今一歩の
突っ込みが足りなかったり、
という残念な結果を
生みだしています。

（１）目的 

１）システム利用者の業務視点での発言の、言葉の意味を理解できるためのビジネス・業務に関する基礎

知識を知ることができます。 

２）さらに、なぜその発言が生まれているのかの背景を理解できるための基礎知識を知ることができます。 

（２）ねらい 

• その基礎知識を基に、システム利用者の意図が的確に想定できるようになっていただきます。 

• それにより、システム利用者の真のニーズを把握することができることになります。 

 

1. 当データベースご利用の目的・ねらい（Why） 

１．ＳＥ業務知識データベースの内容構成 

• 次頁をご参照ください。 

２．ＳＥ業務知識データベースの解説内容 

原則として以下の構成となっています。 

１）その用語の基礎的解説 

２）その用語対象に対する検討の着眼 

  ・「そこでは何が問題になりうるのか？」 

  ・「改善の着眼は何か」 など。 

３）より深く理解するための関連図書、ネット情

報源（ＵＲＬ） 

 

 

2. 当データベースの内容（What） 

• 単体導入：1企業当たり１０万円（消費税別） 

• 他のサービスとの複合サービスにつきまし

ては、お問い合わせください。 

• お客様（システム利用者・業務担当）と接す

る営業の方 

• 同じくシステム担当の方 

4. 当データベースの想定ご利用者（Where） 

• 業務関連用語に疑問を持った時。 

• 誰かにその用語の意義を説明しなければな

らない時。 

5. 当データベースのご利用時期（When） 

6. 当データベースの作成者（Who） 

7. 当データベースのご提供料金（How Much） 

お問い合わせ  システム企画研修㈱  

電話：080-1169-3667 

 mind-pc@newspt.co.jp http://www.newspt.co.jp 

• 作成者：上野 則男 

• 監修者：フォワード・コンソーシアム 

3. 当データベースのご利用方法（How） 

• 「この言葉の意義はどういうことだろう？」と
疑問を持った時に参照いただく利用法が基本
です。 

• 勉強会の教材としてもご利用可能です。 

お客様の使われる言葉の意味や、その言葉の持つ重みを知っていただくことのできる 知恵袋 を作りました。 

これはシステム従事者向け業務基礎用語の「道しるべ」です！！ 

この内容を承知していただくと、 

 お客様の言われていることの表面的理解だけでなく、 

その背景が分かり深みのある理解が可能となります。 

 「これは守り型の上司の要求なのだな？」とか、です。 

そうすると、 

 「こういうことはどうですか」とか、 

その対案や補強案の提示も可能となってきます。 

 そういうことが可能となる「道しるべ」が 

「ＳＥ業務知識データベース」です。 
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ＳＥ業務知識データベースのご案内 

（１）ＳＥ業務知識データベースの内容構成 

業務基礎知識の領域 説明 項目例示 

（１） 経営機能 

に関する基礎知識 

１０項目 

 経営の基本問題に対する視点を

持っている必要があります。 

責任と権限の問題点 

権限委譲の本質 

組織連携の重要性 

（２） 経営組織 

に関する基礎知識 

１０項目 

 組織編成方法によって、対象組

織の機能が制約を受けます。 

組織階層の必要性と問題点 

社外取締役の長所・短所 

カンパニ制の長所・短所 

（３） 会計知識 

に関する基礎知識 

１０項目 

 情報処理にとってデータの

根幹をなす会計知識は必須

です。 

仕訳 

取引記録 

国際財務報告基準(ＩＦＲＳ) 

（４） 業務領域 

に関する基礎知識 

１０項目 

 生産・営業等の各業務の本質を

理解しておく必要があります。 

経営企画 

総務 

資金・財務 

（５） 業種 

に関する基礎知識 

１０項目 

 相手企業の業種の状況を知って

おく必要があります。 

量産型製造業 

卸売 

銀行 

（６） マネジメント手法 

に関する基礎知識 

１０項目 

 例示のような手法等も情報処理

の前提条件となります。 

ＩＳＯ９０００ 

ＢＰＯ 

ＩＳＭＳ 

（７） 一般的法・規制 

に関する基礎知識 

１５項目 

 働き方改革関連法規、労働関

係法規、個人情報保護法等、

情報処理の前提条件です。 

不正競争防止法 

請負契約・派遣契約の規制 

ストレスチェック制度 

（２）ＳＥ業務知識データベースの内容サンプル

 


